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中部地方整備局

土木工事品質確認技術者制度実施要綱

１．目的

土木請負工事における品質確保の向上並びに工程管理及び工事監督業務の効率化を

目的とする。

２．適用工事

適用工事は、品質証明の対象工事とする。対象工事は、土木請負工事（港湾空港部

発注工事を除く）の６，０００万円以上の工事で別に定める「土木工事品質確認技術

　　　者制度」３．対象工事の①～④の認定を受けた業者に発注された工事（但し、維持工

　　　　　　事を除く ）とする。

 　　　 　　　３．適用方法

　　　　　　請負者は、適用工事において、品質証明員に加えて土木工事品質確認技術者を選択　

　　　　　　　することができる。また、土木工事品質確認技術者の資格を有する者は、品質証明

　　　　　　　　　と兼ねることができる。 

　　　　　　　　　４．資格者　

　　　　　　　　土木工事品質確認技術者とは、中部地方整備局長が土木工事品質確認技術者として　　

　　　　　　　　　認定したものをいう。　

　　　　　　　　　５．資格認定方法　　

　　　　　　　　別に定める「土木工事品質確認技術者認定要領」に基づき、中部地方整備局長が認

　　　　　　　　　定する。

　　　　　　　　　６．資格要件　

　　　　　　　　下記に示す条件のいづれかに該当することを資格要件とする。　

　　　　　　　　①実務経験２０年以上で、国土交通省発注の工事の監理技術者又は主任技術者の　

　　　　　　　　経験を有し、技術士又は１級土木施工管理技士の資格を有する者。

　　　　　　　　②国土交通省における行政経験が２０年以上で、総括監督員、主任監督員又は技術

　　　　　　　　検査官の経験を有し、技術士又は１級土木施工管理技士の資格を有する者。　

　　　　　　　　技術士とは、建設部門・農業部門（選択科目を「農業土木」とするものに限る ）。　

　　　　　　　　　又は林業部門（選択科目を「森林土木」とするものに限る ）の資格を有する者に限。　

　　　　　　　　　る。

７　　　　　　　　７．土木工事品質確認技術者を選択した場合　

　　　　　　　　　（１）土木工事品質確認技術者の役割

　　　　　　　　１）土木工事品質確認技術者は 臨場等により下記に示す品質確認を行うものとする　　

　　　　　　　　　なお、品質確認内容等を所定の様式（土木工事品質確認書）に記入し、検査時に資　

　　　　　　　　　料を提出する。　

　　　　　　　　　①別表１「品質段階確認一覧表」に示す内容。

「 」　　　　　　　　　②土木工事共通仕様書共通編第２章材料第２節表２－１ 指定材料の品質確認一覧　

　　　　　　　　に示す内容。　

　　　　　　　　　③別表１に記載のない工種で、別途品質確認について監督職員と協議し対象となっ

　　　　　　　　た内容。

　　　　　　　　　２）検査職員が技術検査（完成・既済・中間等）時に、立会いを求めた場合、土木工

　　　　　　　　　事品質確認技術者は、検査に立会わなければならない。
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（２）監督職員等の役割

①「土木工事監督技術基準（案 」に関すること。）

・土木工事監督技術基準（案）第３条（監督の実施）表の項目欄 施工状況の確2.
認等の( )工事施工状況の確認（段階確認）については適用除外とし、別表１に4
基づき行うものとする。なお、土木工事品質確認技術者が行った結果を技術検査

時に提出させ受理するものとする。

②指定材料の品質確認に関すること。

・土木工事共通仕様書共通編第２章材料の「指定材料の品質確認一覧」に示された

確認材料について土木工事品質確認技術者が行った結果を技術検査時に提出さ

せ、受理するものとする。

③土木工事品質確認技術者に対する監督について

・監督職員は、品質確認等が客観的に行われていないと思われる時は、土木工事品

質確認技術者に対して、土木工事品質確認書の提出を求めることができる。

８．費用の計上

・土木工事品質確認技術者が行う品質確認等に要する費用については、適切な費用

を必要に応じて計上する。



別表１
品 質 段 階 確 認 一 覧 表

一般 ： 一 般 工 事
重 点 ： 重 点 工 事

１／３

土木工事監督技術基準 土木工事品質確認技術者による品質確認頻度 土木工事品質確認技術者制度
（案）による による

段階確認頻度 臨場による品質確認頻度 写真等による品質確認頻度 監督職員の段階確認頻度
Ａ Ｂ ＡーＣ－Ｂ Ｃ

指定仮設工 設置完了時 使用材料、高さ、幅、 １回／１工事 １回／１工事 ー １回／１工事
長さ、深さ等

河川土工 土（岩）質の変化した時 土（岩）質、変化位置 １回／土（岩）質の変化毎 １回／土質毎 Ａ－Ｃ－Ｂ １回／１工事
（掘削工）

海岸土工
（掘削工）

砂防土工
（掘削工）

道路土工
（掘削工）

道路土工 ﾌﾟﾙ-ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ実施時 ﾌﾟﾙ-ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ実施状況 １回／１工事 １回／１工事 ー １回／１工事
（路床盛土工）
舗装工
（下層路盤）

表層安定処理工 表層混合処理 処理完了時 使用材料、基準高、幅、 一般：１回／１工事 一般：１回／工事 一般： ー 一般：１回／工事
路床安定処理 延長、施工厚さ 重点：１回／１００ｍ 重点：２回／工事 重点：Ａ－Ｃ－Ｂ 重点：２回／工事

置換 掘削完了時 使用材料、幅、延長、 一般：１回／１工事 一般：１回／工事 一般： ー 一般：１回／工事
置換厚さ 重点：１回／１００ｍ 重点：２回／工事 重点：Ａ－Ｃ－Ｂ 重点：２回／工事

サンドマット 処理完了時 使用材料、幅、延長、 一般：１回／１工事 一般：１回／工事 一般： ー 一般：１回／工事
施工厚さ 重点：１回／１００ｍ 重点：２回／工事 重点：Ａ－Ｃ－Ｂ 重点：２回／工事

ｰﾁｶﾙ ﾚｰﾝ 工 ｻﾝ ﾚｰﾝ 施工時 使用材料、打込長さ 一般：１回／２００本 一般：１回／工事 Ａ－Ｃ－Ｂ 一般：１回／工事バ ド ドド
袋詰式ｻﾝ ﾚｰﾝ 重点：１回／１００本 重点：２回／工事 重点：２回／工事ドド
ｰ - ﾚｰﾝペ パ ド

施工完了時 施工位置、杭径 一般：１回／２００本 一般：１回／工事 Ａ－Ｃ－Ｂ 一般：１回／工事
重点：１回／１００本 重点：２回／工事 重点：２回／工事

締固め改良工 ｻﾝ ｺﾝ ｸｼｮﾝ ｲﾙ 施工時 使用材料、打込長さ 一般：１回／２００本 一般：１回／工事 Ａ－Ｃ－Ｂ 一般：１回／工事ド パ パ
重点：１回／１００本 重点：２回／工事 重点：２回／工事

施工完了時 基準高、施工位置、杭径 一般：１回／２００本 一般：１回／工事 Ａ－Ｃ－Ｂ 一般：１回／工事
重点：１回／１００本 重点：２回／工事 重点：２回／工事

固結工 粉体噴射撹拌 施工時 使用材料、深度 一般：１回／２００本 一般：１回／工事 Ａ－Ｃ－Ｂ 一般：１回／工事
高圧噴射撹拌 重点：１回／１００本 重点：２回／工事 重点：２回／工事
ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ 撹拌
生石灰 ｲﾙ 施工完了時 基準高、位置・間隔、杭径 一般：１回／２００本 一般：１回／工事 Ａ－Ｃ－Ｂ 一般：１回／工事パ

重点：１回／１００本 重点：２回／工事 重点：２回／工事

薬液注入 施工時 使用材料、深度、注入量 一般：１回／２０本 一般：１回／工事 Ａ－Ｃ－Ｂ 一般：１回／工事
重点：１回／１０本 重点：２回／工事 重点：２回／工事

矢板工 鋼矢板 打込時 使用材料、長さ、 試験矢板＋ 一般：１回／１工事 Ａ－Ｃ－Ｂ 試験矢板＋
（仮設を除く） 溶接部の適否 一般：１回／１５０枚 重点：２回／１工事 一般：１回／工事

重点：１回／１００枚 重点：２回／工事
打込完了時 基準高、変位 一般：１回／１工事 Ａ－Ｃ－Ｂ

重点：２回／１工事

鋼管矢板 打込時 使用材料、長さ、 試験矢板＋ 一般：１回／１工事 Ａ－Ｃ－Ｂ 試験矢板＋
溶接部の適否 一般：１回／７５本 重点：２回／１工事 一般：１回／工事

重点：１回／５０本 重点：２回／工事
打込完了時 基準高、変位 一般：１回／１工事 Ａ－Ｃ－Ｂ

重点：２回／１工事



２／３

土木工事監督技術基準 土木工事品質確認技術者によるの品質確認頻度 土木工事品質確認技術者制度
種 別 細 別 審査及び確認時期 審査及び確認項目 （案）による による

段階確認頻度 臨場による品質確認頻度 写真等による品質確認頻度 監督職員の段階確認頻度
Ａ Ｂ ＡーＣ－Ｂ Ｃ

打込時 使用材料、長さ、 試験杭＋ 一般：１回／１工事 Ａ－Ｃ－Ｂ 試験杭＋一般：１回／工事
溶接部の適否、杭の支持力 一般：１回／１０本 重点：２回／１工事

重点：１回／ ５本 重点：２回／工事

既製杭工 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭 打込完了時（打込杭） 基準高、偏心量 一般：１回／工事 試験杭＋
鋼管杭 試験杭＋ 重点：２回／工事 Ａ－Ｃ－Ｂ
Ｈ鋼杭 一般：１回／工事

掘削完了時（中堀杭） 掘削長さ、杭の先端土質 一般：１回／１０本 一般：１回／１工事 重点：２回／工事
重点：１回／ ５本 重点：２回／１工事

Ａ－Ｃ－Ｂ

一般：１回／工事
施工完了時（中堀杭） 基準高、偏心量 重点：２回／工事 Ａ－Ｃ－Ｂ

杭頭処理完了時 杭頭処理状況 一般：１回／１０本 一般：１回／工事 一般：１回／工事
重点：１回／ ５本 重点：２回／工事 Ａ－Ｃ－Ｂ 重点：２回／工事

場所打杭工 ﾘ ｰｽ杭 掘削完了時 掘削長さ、支持地盤 試験杭＋ 一般：１回／１工事 試験杭＋バ
ｵｰﾙｹｰｼﾝ 杭 一般：１回／１０本 重点：２回／１工事 一般：１回／工事グ
ｱｰｽ ﾘﾙ杭 重点：１回／ ５本 Ａ－Ｃ－Ｂ 重点：２回／工事ド
大口径杭

鉄筋組立て完了時 使用材料、 一般:３０％程度/１構造物 一般:１５％程度/１構造物 一般:１回/工事
設計図書との対比 重点:６０％程度/１構造物 重点:３０％程度/１構造物 Ａ－Ｃ－Ｂ 重点:２回/工事

施工完了時 基準高、偏心量、杭径 試験杭＋ 一般：１回／工事 試験杭＋
一般：１回／１０本 重点：２回／工事 一般：１回／工事
重点：１回／ ５本 Ａ－Ｃ－Ｂ 重点：２回／工事

杭頭処理完了時 杭頭処理状況 一般：１回／１０本 一般：１回／工事 一般：１回／工事
重点：１回／ ５本 重点：２回／工事 Ａ－Ｃ－Ｂ 重点：２回／工事

深礎工 土(岩)質の変化した時 土(岩)質、変化位置 １回／土(岩)質の変化毎 １回／１工事 ー １回／土(岩)質毎

掘削完了時 長さ、支持地盤 一般：１回／３本 一般：１回／工事 一般：１回／工事
／工事 ／工事重点：全数 重点：２回 Ａ－Ｃ－Ｂ 重点：２回

鉄筋組立て完了時 使用材料、 １回／１本 １回／１本 ー １回／工事
設計図書との対比

施工完了時 基準高、偏心量、径 一般：１回／３本 一般：１回／１工事 一般：１回／工事
／工事重点：全数 重点：２回／１工事 Ａ－Ｃ－Ｂ 重点：２回

グラウト注入時 使用材料、使用量 一般：１回／３本 一般：１回／１工事 一般：１回／工事
／工事重点：全数 重点：２回／１工事 Ａ－Ｃ－Ｂ 重点：２回

ｵｰ ﾝｹｰｿﾝ基礎工 鉄沓据え付け完了時 使用材料、施工位置 １回／１構造物 １回／１工事 Ａ－Ｃ－Ｂ １回／工事プ
ﾆｭｰﾏﾁｯｸｹｰｿﾝ

基礎工 本体設置前(ｵ- ﾝｹ-ｿﾝ) 支持層 １回／１構造物 ープ

掘削完了時(ﾆｭ-ﾏﾁｯｸｹ-ｿﾝ)

土(岩)質の変化した時 土(岩)質、変化位置 １回／土(岩)質の変化毎 １回／１工事 ー １回／土(岩)質毎

鉄筋組立て完了時 使用材料、 １回／１ロット １回／１工事 Ａ－Ｃ－Ｂ １回／工事
設計図書との対比

鋼管井筒基礎工 打込時 使用材料、長さ、 試験杭＋ 一般：１回／１工事 Ａ－Ｃ－Ｂ 試験杭＋
重点：２回／１工事

溶接部の適否、支持力 一般：１回／１０本 一般：１回／工事
重点：１回／ ５本 重点：２回／1工事

一般：１回／１工事 Ａ－Ｃ－Ｂ
打込完了時 基準高、偏心量 重点：２回／１工事

杭頭処理完了時 杭頭処理状況 一般：１回／１０本 一般：１回／１工事 Ａ－Ｃ－Ｂ 一般：1回／工事
重点：１回／ ５本 重点：２回／１工事 重点：2回／工事

置換工 掘削完了時 使用材料、幅、延長、 １回／１構造物 一般：１回／１工事 Ａ－Ｃ－Ｂ 一般：1回／工事
（重要構造物） 置換厚さ、支持地盤 重点：１回／１構造物



３／３

土木工事監督技術基準 土木工事品質確認技術者による品質確認頻度 土木工事品質確認技術者制度
種 別 細 別 審査及び確認時期 審査及び確認項目 （案）による による

段階確認頻度 臨場による品質確認頻度 写真等による品質確認頻度Ａー 監督職員の段階確認頻度
Ａ Ｂ Ｃ－Ｂ Ｃ

築堤・護岸工 法線設置完了時 法線設置状況 １回／１法線 － － 1回／１法線

砂防ダム 法線設置完了時 法線設置状況 １回／１法線 － － 1回／１法線

護岸工 法覆工（覆土施 覆土前 設計図書との対比 １回／１工事 － － １回／１工事
工がある場合） （不可視部分の出来形）

基礎工、根固工 設置完了時 設計図書との対比 １回／１工事 － － １回／１工事
（不可視部分の出来形）

重要構造物 土(岩)質の変化した時 土(岩)質、変化位置 １回／土(岩)質の変化毎 １回／１工事 － １回／土(岩)質毎
函渠工

床堀掘削完了時 支持地盤（直接基礎） １回／１構造物 １回／１工事 Ａ－Ｃ－Ｂ １回／１工事(樋門・樋管を含
む)
躯体工 鉄筋組立て完了時 使用材料、 一般:３０％程度/１構造物 一般:15％程度/１構造物 Ａ－Ｃ－Ｂ 一般:１回/工事

（橋台） 設計図書との対比 重点:６０％程度/１構造物 重点:3０％程度/１構造物 重点:２回/工事
ＲＣ躯体工

（橋脚） 埋戻し前 設計図書との対比 １回／１構造物 １回／１工事 Ａ－Ｃ－Ｂ １回／工事
橋脚ﾌ-ﾁﾝｸﾞ工 （不可視部分の出来形）
ＲＣ擁壁
砂防ダム
堰本体工
排水機場本体工
水門工
共同溝本体工

躯体工 沓座の位置決定時 沓座の位置 １回／１構造物 １回／１工事 Ａ－Ｃ－Ｂ １回/工事
ＲＣ躯体工

床版工 鉄筋組立て完了時 使用材料、 一般:３０％程度/１構造物 一般:15％程度/１構造物 Ａ－Ｃ－Ｂ 一般:１回/工事
設計図書との対比 重点:６０％程度/１構造物 重点:30％程度/１構造物 重点:２回/工事

鋼 橋 仮組立て完了時（仮組立て キャンバ－、寸法等 一般： 一般：－ 一般：
が省略となる場合を除く） 重点：１回／１構造物 重点：１回／１構造物 ー 重点：１回同左

ｽﾄﾃﾝｼｮﾝT(I)桁 プレストレス導入完了時 設計図書との対比 一般: ５%程度/総ｹ-ﾌﾞﾙ数 一般: ５%程度/総ｹ-ﾌﾞﾙ数 － 一般: １回/工事ポ
製作工 横締め作業完了時 重点:１０%程度/総ｹ-ﾌﾞﾙ数 重点:１０%程度/総ｹ-ﾌﾞﾙ数 重点: ２回/工事

ﾚｷｬｽﾄ ﾛｯｸ桁プ ブ
組立工 プレストレス導入完了時 設計図書との対比 一般:１０%程度/総ｹ-ﾌﾞﾙ数 一般:１０%程度/総ｹ-ﾌﾞﾙ数 － 一般:１回/工事

ﾚ ｰﾑ 桁製作工 縦締め作業導入完了時 重点:２０%程度/総ｹ-ﾌﾞﾙ数 重点:２０%程度/総ｹ-ﾌﾞﾙ数 重点:２回/工事プ ビ
PCﾎﾛｰｽﾗ 製作工ブ
PC版桁製作工 ＰＣ鋼線・鉄筋組立て完了 使用材料、 一般:３０％程度/１構造物 一般:15％程度/１構造物 Ａ－Ｃ－Ｂ 一般:１回/工事
PC箱桁製作工 時（工場製作を除く） 設計図書との対比 重点:６０％程度/１構造物 重点:30％程度/１構造物 重点:２回/工事
PC片持箱桁

製作工
PC押出し箱桁

製作工
床版・横組工

トンネル掘削工 土(岩)質の変化した時 土(岩)質、変化位置 １回／土(岩)質の変化毎 １回／土(岩)質の変化毎毎

トンネル支保工 支保工完了時 吹き付けｺﾝｸﾘｰﾄ厚、 １回／支保工変更毎 １回/支保工変更毎
（支保工変更毎） ﾛｯｸ ﾙﾄ打ち込み本数及びボ

長さ 適用除外

トンネル覆工 コンクリート打設前 巻立空間 一般：１回／構造の変化毎 １回／構造の変化毎
重点：３打設毎又は１回／

構造の変化毎の頻度
の多い方

コンクリート打設後 出来形寸法 １回／２００ｍ以上臨場に
より確認

ﾄﾝﾈﾙｲﾝﾊﾞ-ﾄ工 鉄筋組立て完了時 設計図書との対比 １回／構造の変化毎 １回／構造の変化毎

ダム工 各工事ごと別途定める。 各工事ごと別途定める。 各工事ごと別途定める。

注）・表中の「段階確認の程度」は、目安であり、実施にあたっては工事内容および施工状況等を勘案の上設定することとする。
なお１ロットとは、橋台等の単体構造物はコンクリ－ト打設毎、函渠等の連続構造物は施工単位（目地）毎とする。

・土木工事品質確認技術者の臨場による品質確認で設計変更に関する確認が必要となった場合は、従来どおり監督職員による「段階確認」を行うものとする。
・一般工事：重点工事以外の工事
・重点工事：下記の工事

イ 主たる工種に新工法・新材料を採用した工事
ロ 施工条件が厳しい工事
ハ 第三者に対する影響のある工事
ニ その他

・写真等による品質確認については、写真・施工管理ﾃﾞｰﾀにより施工後速やかに品質の確認を行うものとする。




